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2014年度 神戸YWCA標語聖句　喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい（ローマの信徒への手紙12章 15節）

　「21 世紀の変革」を思い巡らすとき、私たちはどこへ
向かう「変革」を目指すのかを考えさせられます。私た
ちが耳にする日本現代史は、「右肩上がりの成長」や「失
われた 20年」といった経済と連動する区切りをよく使い
ます。「人類史」を考えるときも「進化論的な右肩上がり」
をいつの間にか受け入れています。ですから、邪悪なこと
や災いが起こると「想定外」に思えてきます。けれども聖
書をじっくり読むと別の歴史観があることに気づきます。
あらゆる時代に「いのちを生かす動き」と「いのちを滅ぼ
す動き」が混在し、二千年前、自らの命を差し出して「い
のちを滅ぼす動き」に打たれた終止符がやがて地上を覆う
まで両者が静かに、時に激しくぶつかり合い進んでいる
と。聖書が語る歴史は人類の解放と回復を導く神の忍耐の
足跡です。
　さて、21世紀の一つの大きなチャレンジとして、米国
同時多発テロ以来の「原理主義の過激派」の存在を思い起
こします。今年、中東では、考えが合わない人々を虐殺、
奴隷とするグループが台頭し、日本や欧米の若者を巻き
込むことに私自身、大きな衝撃を受けました。21世紀に、
日本と世界で若者たちにあらゆる人の命の尊さと隣人に
仕える意義を考え方と生き方で示すのはどういう人々で
しょうか。
　私は 1990 年からバングラデシュで貧しい人々の自立
支援に協力し、多くの穏健なイスラムの人々に出会いまし
た。また、コーランからイエスに出会い始めた人々にも会
いました。そのうちの知り合いの一人が、4年前、自らの
命を差し出したイエスに倣って、地域に仕える人を育てる
小さな研修グループの代表になる決断をしました。その働
きを詳しく知ったのが昨年です。残虐さを是とするグルー
プの台頭を知る前に、私たちはこの働きに協力する選択を

しました。命を抹殺する闇が覆い始めるとき、命を生かす
光を静かに進める「神の歴史」に参加する機会が開かれる
ことを思います。
　21世紀はまた、情報通信技術の発達による「情報爆発」
の時代といわれます。繁栄と平和が続く日本で情報が溢れ
る様子は、聖書のソロモン王の時代に似ているかもしれま
せん。当時の世界で豊富な知識と知恵にあふれたソロモン
が達した結論は「あなたのパンを水に浮かべよ。月日が
経って見出す」「多くの人と分かち合え。国に起こる災い
は分からないから」「すべての情報を手にして判断しよう
とすると、動けなくなる」というものでした。合理的に自
分の身を守ることを第一にするのではなく、損に見えても
「分かち合え」というものです。知恵者ソロモンに勝ると
語ったイエスの行動基準が「命を救い、生かす」ことでし
た。これこそ聖書が提示する「変革」の方向です。聖書の
神は「命を生かす」働きを人に託して統治し、歴史を導い
ておられるのです。
　私たちは 4年前から北インドで、底辺のカーストとし
て身体的・精神的に奴隷のようにされてきた人々の回復に
立ち上がったインドの仲間と協力しています。彼らは逆風
の中でも、「命を生かす」人間の見方を聖書から説明しま
す。するとそのパワーが人の内側で働き、人々の尊厳が
回復されることを経験しています。40代始めの彼らが今、
焦点を当てているのはインドの人口の半分を占める 25才
未満の次世代リーダー作りです。彼らの見方や生き方が変
わり、周りに影響を与えるようになれば、十数年後にこの
地方が「変革」されているという夢を描いています。
　繁栄の時代の知恵者ソロモンの結論のように、自分を
手放すとき、ひとりひとりが置かれた場所で出会った人々
と共に「命を生かす変革」のため立ち上がる選択肢が見え
てきます。そして「命を生かす」次世代リーダー育成に参
加するのです。可能性とチャレンジに満ちた 21世紀、「だ
から、この時代に生まれた」のですから。
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　2001 年 4 月、神戸 YWCA は上
筒井から二宮町へ会館を移転した。
新会館の広さは 6分の 1と手狭にな
り、地域福祉活動を継続することが
難しくなった。同時期、長年地域医
療に携わってこられた賛助員の渡辺
敏夫先生が坂口通の小児科医院を閉
じられることになり、神戸 YWCA
のために場所を提供していただける
ことになった。「地域福祉の拠点とな
る」という目標を掲げて、高齢者・
障害者支援、子育て支援、野宿者支
援など様々な活動を展開し、現在も
継続している。
　1995 年の阪神淡路大震災では、
神戸 YWCA は救援センターを立ち
上げ、全国からボランティアを受け
入れた。救援センターのメンバー
は、被災した町を歩き、物資を配り、
ニーズを拾った。そのニーズの多く
は震災によってあらわになったもの

で、震災前から存在していたもので
あった。壊れた家に住み続け、救援
物資も情報も届けられていない高齢
世帯、障害があるために避難所に入
れない家族。炊き出しに並ぶことが
できない人に食事を届ける活動から
配食サービスが生まれた。様々なニー
ズを持つ人との出会いが活動へと発
展し、現在の分室での地域福祉活動
へと繋がっている。
　一方、神戸YWCAは、1987 年か
ら来たるべき高齢化社会は女性の問
題である、とシルバーエイジ活動企
画会を立ち上げ、1988年には、地域
のひとり暮らし高齢者への会食サー
ビス「おいしん坊クラブ」を開始し
ている。高齢者支援の流れは、ミニ
デイサービス、ホームヘルパー養成
講座、ホームヘルパー派遣事業、そ
して、現在の在宅介護事業所「神戸
YWCAまごの手」へと繋がっている。

　今年度は、独立行政法人福祉医療
機構（WAM）の助成金を得て、「『食』
を通して地域をつなぐ拠点づくり事
業」を実施。分室のボランティア活
動とまごの手を繋ぎ、また、社会福
祉法人えんぴつの家、NPO法人中央
むつみ会、食品公害を追放し安全な
食べ物を求める会、新神戸あんしん
すこやかセンター、中央区社会福祉
協議会などの地域の団体と連携しつ
つ進めている。分室ガレージのスペー
スを生かしたショップやカフェなど、
地域をつなぐための新しい事業に取
り組み始めた。　　　    （寺内 真子）

　神戸 YWCA分室
　tel.&fax. 078-221-5111
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19Taste the World ! 
世界の料理を食べよう

　世界の料理を通して海外事情を学ぶ
国際相互支援部の「Taste the World 
! （世界の料理を食べよう！）」。今年
は難民事業本部関西支部の中尾秀一さ
んを講師にお招きし、難民問題をテー
マにしたワークショップを開いた。
　参加者はおにぎりをいただきなが
ら、「難民一人一日あたりに配給さ
れる食料は、100 ｇのおにぎり何個
分？」というクイズに挑戦。難民の
人々の気持ちになって一口一口、お
にぎりを大事に噛み締めながら真剣
に考えたにも関わらず、どのチーム
もハズレ（正解は 8個分）。ユーモ
アたっぷりのお話とクイズのあとは、
講師自身が撮影した世界の難民の写
真を見せていただき、続いて「パレ
スチナ・オリーブの木」キャンペー
ンの紹介。楽しく難民問題の基礎を
学習した一日だった。　 （梅澤 昌子）

2014年度 世界 YMCA/
YWCA合同祈祷週
（11/9～ 15）

　今年のテーマは旧約聖書の出エジ
プト記、モーセの物語から「変革を
もたらす大胆なリーダーシップ」。今
回はNGO「声なき者の友」の輪のメ
ンバーとして長らくインド文化圏の
貧困層の方々と関わってこられた柳
沢美登里さんをお迎えし、10日（月）
の夕方より講演会（軽食付き）、11
日（火）9 時から YMCA/YWCA 合
同礼拝とお茶とケーキでしばし親睦
の時が持たれた。柳沢さんからは「21
世紀にキリストを生きる～だからこ
の時代に生まれた～」と題して、人々
が「聖書の世界観」を生きることを
チャレンジする活動の現状について、

神戸YWCA被災者支援プロジェクト

バザー協賛企業御芳名
味の素（株）/伊那食品工業（株）/（株）
上野商店 /江崎グリコ（株）/エム・
シー・シー食品（株）/オリバーソー
ス（株）/（株）神戸凮月堂 /生活
協同組合コープこうべ /高嶋酒類
食品（株）/林商店（神戸南京町）
/持田ヘルスケア（株）/六甲バター
（株）/鰹節のカネイ（株）
ご協力ありがとうございました。

また私たちが聖書のみことばに真実
に生きるとはどういうことかを学ぶ
機会をいただいた。昨年に続きこの
一週間、毎日午後のひと時（30 分）
に祈祷週のテキストを輪読し、聴き、
考える豊かな集いが続けられたこと
を感謝したい。　　　 　（宮田 泰子）

ふれあいバザー報告
　今年度の本館バザーは、台風19号
上陸のため、開催中止になりました。
　数ヶ月前から準備された各部署の
皆様や、出店企業様、会員の皆様には、
前日までに中止のお知らせをしまし
たが、当日は台風接近の中、地域の
方が数人来館されました。
　前もって寄贈された品々は、本館、
分室の常設場所のほか、各部署がミ

ニバザー、ガレージセール、毎週の
カフェでの販売など工夫して提供し
ております。
　来年３月の分室バザーに期待し、
新たな企画も取り入れ、皆さまから
のご支援、ご協力をいただき、共に
交流を深めたいと願っております。

　　　（バザー実行委員会）

　今春行なった「ひょうごちょっとの
ぞいてみようツアー」の報告書が完成
しました。ぜひ開いていただきたいの
は「参加者の方々の思い」のページで
す。このツアーで出会った参加者一人
一人がどんな風に３月11日を迎え、
今にいたるか、そして今、どんな気持
ちで福島という地で生活しているのか
を率直に書いてくれました。
　福島第一原発の汚染水や除染土の
ニュースは目にしても、生活者のこま
ごまとしたとまどいやストレスのこと
ばはなかなか神戸まで届いてきませ
ん。たった６人の方の言葉ではありま
すが、お読みいただき、ぜひその背後
にある何十万という人たちに思いを馳
せていただけたらと思います。　　　

（西本 玲子）
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● 理科実験工作教室（小学生対象）
12 月 20 日（土）
 「ミニ手まわし発電器であそぼう」
場所　雲中地域福祉センター
1月 24 日（土）  
 「ハンカチ染めにチャレンジしよう」
場所　神戸 YWCA本館
時間　いずれも 10 時～ 11 時 30 分 
参加費　1回 200 円
（小学生の募集はすでに締め切りました。
大人のサポーターを募集中）

● 文学講座
12 月 16 日（火）・１月 20 日（火）

13 時 30 分～ 15 時 30 分
『徒然草』
講師　笠原芳光さん（京都精華大学名誉教授）
参加費　1,500 円

　　　神戸YWCAへの
　　　おさそい

学院だより
　日本語コースでは、8月に
スタートした兵庫県高等技術
専門学院から受託した外国人
を対象とした公共職業訓練「日
本語・就業力スキルアップコー
ス」が 11 月 7 日（金）、3カ
月の訓練期間を終了した。13
人中、10人が修了。11月 17
日（月）からは、文化庁委託
事業「生活者のための日本語
クラス」第 2 期がスタート。
　また、｢日本語教師養成コー
ス ｣ では、第 2回目の ｢ ボラ
ンティア講座 ｣ が始まった。
外国人と共に生きる地域社会
づくりのため、さまざまな日
本語教育プログラムを行なっ
ている。

（学院長　寺内 真子）

まごの手だより
　中国のYWCAから社会福祉
事業研修で職員12人が 10月
19 日～ 24 日来日し、東京、
神戸、大阪を訪問（10 月 22
日に神戸）。まず、職員が若い
ことに驚いた。神戸では、分室、
まごの手見学、交流会、高齢者
賃貸住宅「花たば」（ろっこう
医療生協）、「てみずの会」（高
齢者住宅、配食、生きがい対応
型デイサービス）を見学、熱
い思いを聞き、その後ハーバー
ランド観光と 1日忙しいスケ
ジュールだったが、皆さん活発
に質問し、討議された。「分室
は場所が狭くても、家庭のよう
な感じ。Ｙは人ですね。小さい
力が大きい力になる。次の世代
に伝えていく事が大事。」と話

されていた。地域の人が集え、
身近にサービスできる地域高
齢者福祉が大事だとの共通理
解ができた。　　（松田 恵美子）

運営委員会報告
(10 月 )【報告】中国 YWCA
から「まごの手」見学に12人
訪問▶わいわいバザー中止に
ついて▶介護事業制度変更に
対応するため、まごの手運営委
員会設置▶YWCAフェスタ in
沖縄について【議事】組織編成
について―運営委員会の役割、
選出方法などについて。　　　  

（書記　寺沢 京子）

理事会報告
11 月 1日 ( 土 ) 第 2回理事会
開催。出席者 7人。8 月末ま

での中間決算承認。まごの手
職員採用の件承認。まごの手
就業規則変更の件承認。

（寺内 真子）
賛助員

大前 崇介
株式会社サンビルダー 　　　

（敬称略）
編集後記

 突然の衆議院解散、師走の総
選挙。平和を守るために、私
たちの一票を !日本が誤った方
向に進まないように !　（H・N）

（注）場所の記載のないものはすべて神戸 YWCA会館

神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い

日
時　
12
月
6
日
（
土
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
神
戸
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
館

参
加
費　
5
０
０
円　

第
一
部　
礼
拝

奨
励　
古
澤
啓
太
さ
ん

（
日
本
基
督
教
団
神
戸
東
部
教
会
牧
師
）

賛
美
（
讃
美
歌
を
う
た
お
う
会
）

第
二
部　
祝
会

「
み
ん
な
で
祝
う
ク
リ
ス
マ
ス
」

映
像
・
朗
読

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
や
ゲ
ー

ム
、
手
づ
く
り
ケ
ー
キ
で
交
流
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
、
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ

ズ
販
売
な
ど
。

第
56
回
神
戸
市
民
ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ロ
リ
ン
グ 

in 

K
O
B
E

『
こ
こ
ろ
を
む
す
ぶ
ク
リ
ス
マ
ス
』

日
時　
12
月
19
日
（
金
）

17
時
〜
21
時
30
分

場
所　
日
本
聖
公
会

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

入
場
無
料

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

キ
ャ
ロ
リ
ン
グ
・
子
ど
も
プ
ロ
グ

ラ
ム
・
ほ
っ
と
タ
イ
ム
・
祈
り
と

祝
福
の
と
き
・
青
年
の
集
い
な
ど
。

クリスマス募金の
お願い

神戸 YWCAの働きに加え
て、私たちが思いを連ね
る諸団体の活動のために
用いる予定です。
皆さまのご協力を心から
お願いいたします。

冬季休館日のお知らせ    2014 年 12月 28日（日）～ 2015 年１月５日（月）

2015年度
標語聖句募集
来年度の活動の指針となる
聖句を募集しています。
メール・FAX・郵送などで
1月 15日までにお届け
ください。

2014年度の
会費、まだの方は
お早めに！


